
 

 

［成果情報名］野菜のハモグリバエ類防除薬剤における展着剤加用の効果 

［要約］サヤエンドウ、カブ、レタスのナモグリバエおよびホウレンソウのアシグロハモグ

リバエに対し、農薬に機能性展着剤やシリコーン系展着剤を加用すると殺虫効果が高まり、

ハモグリバエ類を効率的に防除できる。 

［キーワード］展着剤、殺虫剤、防除効果、ナモグリバエ、アシグロハモグリバエ  
［担当］青森農林総研・病虫部 

［代表連絡先］電話 0172-52-4314 
［区分］東北農業・基盤技術 

［分類］技術・参考 
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［背景・ねらい］ 

近年、野菜のハモグリバエ類の発生が多く、有効薬剤が少ないため、防除が難しくなっ

ている。このため、有効薬剤を効果的に使うことが重要である。農薬散布の際、農薬に加

用する展着剤の中には、湿展性や浸透性を高めることで防除効果を高めるものがあるが、

どの農薬にどの展着剤を使えばよいかほとんどわかっていない。そこで、防除効果が高ま

る農薬と展着剤の組み合わせを検索する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．サヤエンドウのナモグリバエに対し、トルフェンピラド水和剤およびカルタップ水溶

剤（75％製剤）は機能性展着剤やシリコーン系展着剤を加用すると殺虫効果が高まる。

エマメクチン安息香酸塩乳剤は機能性展着剤の加用効果はない（図 1、２）。  
 

２．カブのナモグリバエに対し、トルフェンピラド乳剤およびスピノサド水和剤は機

能性展着剤やシリコーン系展着剤を加用すると殺虫効果が高まる（図 1、２）。 
 
３．レタスのナモグリバエに対し、トルフェンピラド水和剤、クロルフェナピル水和剤、

エマメクチン安息香酸塩乳剤およびカルタップ水溶剤（75％製剤）は機能性展着剤を加

用すると殺虫効果が高まる（図１）。  
 
４．ホウレンソウのアシグロハモグリバエに対し、フルフェノクスロン乳剤は機能性展着

剤を加用すると殺虫効果が高まる（図１）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．防除効果の判定は補正死虫率または防除価で行い、農薬単用または一般展着剤加用よ

り補正死虫率または防除価が 10 以上高いものを効果が高いとした。  
２．サヤエンドウのトルフェンピラド水和剤、カブのトルフェンピラド乳剤およびスピノ

サド水和剤、ホウレンソウのフルフェノクスロン乳剤については、圃場またはハウスで

害虫が自然発生した条件で展着剤加用効果を確認している。  
３．上記農薬と展着剤の組み合わせでは薬害はない。
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図１ ハモグリバエ類に対する農薬の展着剤加用効果  
補正死虫率＝（無処理区の生存率－処理区の生存率）÷無処理区の生存率×100。すべての試験区で薬害はなかった。  

機能性展着剤：機Ａ（ニーズ 2,000 倍）、機Ｂ（スカッシュ 2,000 倍）、機Ｃ（アプローチＢＩ2,000 倍）、機Ｄ（ミックスパワー3,000

倍）、シリコーン系展着剤：シリ（まくぴか 3,000 倍）、一般展着剤：一Ａ（ネオエステリン 5,000 倍、同＊が 10,000 倍）、一Ｂ（グ

ラミンＳ3,333 倍、同＊が 10,000 倍）、薬剤：トルフェンピラドＦ（ハチハチフロアブル）、トルフェンピラドＥ（ハチハチ乳剤）、カル

タップＳＰ（パダンＳＧ水溶剤）、エマメクチンＥ（アファーム乳剤）、スピノサドＷＤＧ（スピノエース顆粒水和剤）、クロルフェナピ

ルＦ（コテツフロアブル）、フルフェノクスロンＥ（カスケード乳剤）。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 サヤエンドウおよびカブの露地圃場におけるナモグリバエに対する農薬の展着剤加用効果  
サヤエンドウ：松島三十日絹莢、播種 5/29、多発生、試験 1 は 7/6 散布、散布時幼虫なしの上位葉の散布後蛹数調査、試験

2 は 7/30 散布、散布時マインありの上位 4 複葉の散布後蛹数調査。カブ試験１：玉里、播種 5/19、少発生、散布 6/22、散布

時 蛹なしの全 葉の散 布 後 生 存 幼 虫および蛹 数 調 査。防 除 価＝100－処 理 区の寄 生 虫 数 /無 処 理 区 の寄 生 虫 数×100。全区

薬害なし。展着剤、薬剤は図 1 の脚注参照。 
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